	疥癬への対応―――――――――――――――――――――――――――
　疥癬対応の留意点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①確定診断は皮膚科医に

②「通常疥癬」と「角化型疥癬」があり、対応が異なる

③隔離や衣類・リネン・環境の殺虫は「角化型疥癬」のみで必要

④感染したからといって直ちに症状は出現しない。1～2カ月の潜伏期間がある

⑤発赤のない部位も含め、頭部以下の「全身への薬剤塗布」が必要。「角化型」では顔面や頭部も塗布する

　
疥癬が疑われたら――――――――――――――――――――――
　主治医に報告し、皮膚科受診を提案する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
●スタッフは念のため、予防的対応（下記②）を実施する

　　　　
　　　　
　疥癬と診断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　
　具体的対応のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●毎日、清拭か入浴、更衣、シーツ交換を行う

　・できれば布団干しをして風に当てる

●頭部以外の全身に、医師から指示された軟膏を塗布する

●ケアの際は念のため、ディスポの予防衣・足袋・手袋を着用する

　・使用後はビニール袋に入れて一般ゴミで廃棄する

　・ケア担当スタッフのユニフォームは、別にして洗濯する

　・帰宅時は可能なら、ステーションでシャワー浴をし、自宅にも持ち帰らないように


①利用者・家族への対応


・主治医から診断と治療の説明をしてもらう


・療養上の指導


・清潔を保つ具体的対応を図る（下記）








②スタッフへの対応


・ケアの際は、ディスポの予防衣・足袋・手袋を着用する


・オイラックスを予防的に塗布


・訪問の順番を最後に調整する








③関係機関への対応


・利用者家族の承諾を得て関係機関へ連絡


・サービスに当たって指導・助言をする


・治癒したらその旨を連絡する








